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1．研究の 目的

幼児期 に おける運 動遊び と心理 的発達 の 関 係

　　　　　　　 〜幼児の 発達尺度に よ る検討 〜

　　　 鈴木 康弘

（
一

関工 業高等専門学校 ）

　我 が国の急速な近代化の 波 を受け、幼児の 生 活も 「就寝

時刻が遅 くな り、生活がお とな化する傾向の 認め られ るこ

と」 が報告 され て いる。加えて、近年の 情報化 s 少子社会

は幼児期の 遊び環境 を直接 体験 か ら間接体験主 体へ と移行

させ 、結果と して、幼児期に本来発達させ なければな らな

い 前頭連合野 の 諸機能 へ の 刺激 が減少 して い る こ とが 危 惧

されて い る。
　こ のよ うな状況の 中、幼児期 の 豊 か な体験 を通 して、好

奇心 を育み 、道徳心の 芽生え を培うな ど、いわ ゆる 「生 き

る力 」の 基礎を育成す るため の 幼児教育の 重要 性が再 認識

され てい る。 「生 きる力」 を育むための
一つ の 環境として 、

戸外遊びや 自然 とのふれ あい を推進 して い くこ との 必要性

が話題 にの ぼる こ と も多 くな っ た。しか しなが ら、身体活

動といわゆ る生 きる力 （内面的な発達）の 関係に つ い て 検

討された研究は 少ない。

　本研 究で は、幼児の発達の 様相を客観的に 測定す るため

の 尺度 を開 発す るこ と、さ らに、幼 児の ダイナ ミ ッ クな身

体活動が、この 時期の 内面 的な発達とどの ように 関係 して

い るの かを検討するこ とを目的とした。

2．方　法

2．1．幼児の発達尺度の 構成

　幼稚園教育要領の 教育内容、保育者評定用 レ ジ リエ ンス

尺 度 （高辻，2002）、増補 版乳幼 児精 神発 達診 断法 （津 守

ら，1995＞ を参考 に し、幼児の 心 理的な発達 を測るための 質

問紙 （46 項目） を作成 した。
　東京都 丙の 幼稚園 2 園、福岡 県の 幼稚園 1園、岩手 県の

幼稚園 1 園の 計 5 園に 調査 を依頼 した。調 査は年長児 の み

を対象と し、担任教諭に回答 を求めた。「
有効 回答数は 243 （回収率 100e ／e、有効回答率

96 ％ ）で あっ た。

　回答され た　項 目の質問項 目を用 い て 因子 分析 （重み 付

けの ない 最小 二 乗法、プロ マ ッ クス 回転〉 を行 い 、尺度 の

構成 を試 みた。
調 査期間

　2003年 2 月〜3月

2．2．幼児期における運動遊びと心理発達の 関係の検討

　構成 した発達尺 度 を従属変数 と し、幼児 の 園で の 遊びの

傾向 （室内 と 戸外 どち らで 遊ん で い る こ とが多 い か。身体

を活発に 動かす 遊び をよ くす るほ うか。等） を独立変数 と

した分散分析を行 っ た。
　分 析に は統 計処理 ソフ トSPSS11．5Jを用い て行 っ た。

3．結果 と考察

3、1．幼児の発達尺 度の 構 成につ い て

　46 項 目の 質 問項 目 を用 いて 因 子 分析 を行 い 、その 各項

目の うち．因子負荷量が 40 に満たなか っ た 8項目、複数の

因子｛こわたっ て 因子負荷が 40 以上 を示 した 8 項 目を削除 し

た。ス ク リープ ロ ッ トの 値を参考に し、因 子の 解釈可 能性

を考慮に入 れ、再度、因子 分析 を行 っ た （重み 付 けの ない

最小 二 乗法、プロ マ ッ クス 回転、6因 子 指定）。 そ の 因子負

荷 量 を表 1 に、因子 間相関 を表 2 に 示 した。各因子 の 項 目

を概観 し、第 1因子 は 「自己 コ ン トロ ール 能 力 」、第2 因 子

は 「創造的能 加 、第 3 因子 は 「言語 ・表現 能力」、第 4 因

子 は 「身体的 活動能 加 、第 5 因子 は 「知 的好奇心 」、第6

因子は 「共感 ・協調能力」 に 関す る因子 と した。

3．2．運動遊びと心理 発 達の 関係に つ いて

　発達尺 度 を従属変 数、園 で の 遊びの 傾向を独立変数 と し

た分散分析 を行 っ た。
　その 結 果、男児 に おい て は 自由遊 びの 時 に 、戸外 遊び を

よ くする子 どもの 方が、室 内遊 びをよ くす る子 ど もに 〈 ら

べ て、　「言 語 ・表現能力1、　 「身体的 活動能力」　 「共感 ・協

調 能力」 の 得点が有意 （．（M ＞に高 くなる傾 向が 認め られた。
同様の傾 向が女児におい て も認め られ た。
園での 躰 活動の 程度を抛 変数 として 分析 した結果 は、

男児 に おい て は身体 活動 を 「と て もよ くす る」 子 どもが、
「あま りしない子 ども1 に比べ て、「言語

・表現能力」、「身

体 的活動能 力 」、　 「共感 ・協 調能 力」 の 得 点が 有意 （．05）

に高 くなる傾 向が認め られた。女児 で は 「含慥 的能加 、「言

語 ・表現 能力」、「身体的活動能力亅、「知的能 力」、「共感 ・

協調能 力亅 の得 点が有意 （．05）に 高 くなる傾向が認め られ

た。
　園で の 友達 と遊ぶ 傾向を独立変数 として 分析 した結果 は、

男児に おい て は。 「ひ と りで遊ぶ こ とが 多い 」 子 どもに 比

べ て、 「3 〜4 人 で 遊ぶ こ とが 多い 」 子 ど もの 方が、 「自

己コ ン トロ
ー

ル能力亅　「言語
・表現能 力」、　 「身体的活動能

力 亅、　「共感 ・協調能力」 の 得 点が 有意 （．05） に 高 くな る

傾 向が認め られた 。 同様の 傾向が女 児に おい て も認 め られ

た。
　上記の 結 果 を総合 して 考え ると、幼児期 の 身体活 動は、

身体に関する物理的 ・生理 的機能の 向上 を もた らす だ け で

はな く、内面 的な発達と密接に 関連 して い る傾向の ある こ

とが明 らか に なっ たとい う こ とが で き る。幼児期が 神経系

の 発 達の 敏感期 に相 当す る こ と を考 慮すれ ば、幼 児 期の 身

体活 動は身体 の 生理 的機能の 向上 を目的 と して 取 り入れ ら

れ るよ りは 、内面的な発達 に 及 ぼす 影響 を重視 して取 り扱

わ れ るべ きで あろ う。幼児は身体活動を通 して、経験の 揺

れ （葛藤、協調、喜び、悲 しみ 等） の 幅 を広 げ、それ らの

刺激 を内面化 し心を育ん で い る もの と考え られ る。前 述 し

た よ うに、現代社会 が 機械 化 ・情報 化 ・少 子化 に 向 け て 突

き進 み、幼児 の経験が間 接体 験へ と 移行 して い るこ の 時代

に おい て、幼 児の心の 発達を促す環 境をい か に 保障す るか

は我が 国の 重要 な課題で ある。今後 も、幼 児の 内面 的な発

達 を促進す る運動遊びに つ い て検討を進めて い きたい 。
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表 1　幼児の発達尺度の 因子分析結果

項　目　名
因子パ タン

因子1 因子2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6

危験な場所．危険な遊び方、安全に 気を付けて 行動することがで きる ．869 ．084109 一．02亅
一．086 一，095

共同の遊具や用具を大切 にし、みんなで 使うこ とがで きる ．86D ．076 一．193 ．043　．．006 ．054

労舌する中での きまりの 大切さに 気付き、守ろうとすることが で きる ．854 一〇85 ．010 一、116 ．024 ．155

人の話を注意して聞くこ とがで きる ．850 ．072 一．  弓 一．G18 、010 一．140

良いこ とや悪いことがあることに気付き，考え ながら行動することができる ，768 、OD3 一、094 一、］96 ．D75 、251

ひ とつの活動瓣 ：集中して．最後までや りとげる ．679 ．052 ．189
唱
．091 ．085 一．16D

　　　　　　　　1
うがいや手 を洗 うなど、病気の予防に螺 3活 動を進ん で行 うことができる ．594 一、116iO4 ．061 ．116 ，086

自分 でできるこ とは 自分でするようにつ とめている ，
．
502

． 一、076 、208 ．189 、095 一．086．

い ろいろな素材に親 しみ、工夫 して遊δ蕀 子が見 られる 一．o鳴 ．918 一、024 「069 ．083 ＝002

身近な動植物に親 しみ をもっ て接 し、生命の尊さに気付 き．いたわ っ た り、大切に した り

る行動が見 られる
．243 ，831 一．257 ．074 一．173 一，068

身近 なものや遊具に興味をもってか かわ り、考えた り．試 した りして工夫 して遊ぷ様子 が

られる　　　
」 一．017 ．817 ．066

　．
1

．040163 一．125

おもちゃを工 夫 して使 っ たり、遊びの ル
ー

ル を自分で作 り出すなど，物事の見方が創造的で

ある

一22D ．811 ．a35 ．OI2146 、α59

自然などの身近 な事象に闘 しをもち、取 り入れて遊δに とがで きる ．B3 、790 ．− 173
．

．050 ．D72 一．oc8

生活の 中で イメ
ージを豊かに し、様々 な表現を楽しむ緑 子が見られる

一、D52 ．716 一αD3 一、096 、200168

自分の イメージを動きや言葉 などで表現 した り、演 じて遊んだ りず る様 子が見 られ る

一．D52 ．585187 一、071 ．122 、085

感じた ことや考えたことを自分な りに表現して楽 しむことがで きる ．Dl3 ．58籌 ．434 ．D4宦 一．321 ，0ア8
した こと、見た こと．聞いた こと．感 じた ことな どを自分なりに言葉 で表 現する ことが で 一．035 ．困〕Q ．950 一．044 一．135 一．078
る　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 ， ．
したい こ と、して ほ しい こ とを言葉で 表現 したり、わか らない こ とをたずねたりするこ とか

できる　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　
圏 一．069 一．0睡 、842 ’．035 ．079 ．024

自分の思ったこ とを椙手に 伝えるこ とができる
一〇29 一．063 ．781 ．055 ．OD4 ．113

相手1こわか りやすく話すことができる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ ．344 一．092 ．702 ．029 ．006 一，068
友達に たたか れるなど乱暴なこ とをされたとき．その 出来事や い きさつ に つ い て正直に語る

こ とがで きる
202 一．179 ．672 一．1dD ．151 ．o田

い ろい ろな遊びの中で 十分に 体を動かす こ とがで きる
一．042 ．067 一．002937 一．αP 一、025

進んで戸外で遊 〜緑 子がみられ る
一．093 ．030 一〇90 ．872 ．036114

　　　　　　　　　　　　　　　」
麟 郎 箱な ど あぶないと思われ る活動 ：も失敗 を恐れずに取 り組む ．Oア8 一、180 ．126695 ．115 ．068

日常生活の中で簡単な橈識や文字などに 饌沁 を示す樺子が見られる IO2 ．220 ．087 ．074 、694 一．111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
日 常生活の 中で 数置や図形などに 関ひを示す様子が見られる ．086 、258 一．G5i 一．010 ．693 ．067

先 生や友達 とぷれあい．安定感を持って縦動 ずることができる ．0ア4 ．019 ．012 ．DD8 ．023 、742

友達と積極的 に関わりながら喜びや悲しみ を共愍し合 う：とができる 、019 ．D43 ．183105019 ，636

先 生や友達と共 に過 ごず こ との喜びを味わう様子が見 られる ．，98 、079　　．
一．049187 一．σ57 ．578

友達と
一
緒に物事をや り遂げようとする気持ちを持つ こ とができる 、395 ．128 ．040 一、010 一．DT7 ，483

因　子 寄 与 10．0328 、5169 ．7635 、79ア 4，741．9．2了0

表 2　 因子間相関

野

1234

．

56

12 3 4 5 6

1．00D

．3893891．  0

、598　　　．．暇 0

．356　　　．315

．412　　 ．338

．645566

598

．4401

．000

．567

．462

．624

．356

．315

．5671

．00D177

，473

．412

．338

．4621771

．000

．330

、645

．566

．624

．473

．S301

．OCO

付記

　 日頃の保 育で お忙 しい 中、調査 に ご協 力い た

だ きま した幼稚園 の 先生 方、本研究を進め るに

あた り、ご指導、ご援助 を賜 りま した東京学芸

大学名誉教授の 近藤 充夫 先生 に 心よ り御礼 申 し

上 げます 。　　　　．　　　　　　　　
’

　本研究は、平成 14 〜15 年度文 部科学省科

学 研究費 「幼児の 運動遊び と心理 的発達の 関係

の 構造化 （若 手研究 B ）
・
課 題番号 14780038」

の 助成 を受け行われ た研究の
一
部で あるこ とを

申 し添え ます。
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